
都道府県名 岩手県

Ⅰ　産地パワーアップ計画（収益性向上タイプ）

１　成果目標

（１）生産コスト又は集出荷・加工コストの10％以上の削減岩手県知事　達増　拓也
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（２）販売額又は所得額の10％以上の増加評価報告書
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5.66275,395

ピーマ
ン
556

ミニト
マト
622

リーフ
レタス
262

きゅう
り
323

トマト
335

ピーマ
ン

0.897

ミニト
マト
1.037

リーフ
レタス
1.565

きゅう
り

0.879

トマト
0.991

3,026千
円/10a

販売伝票により、面
積、生産量、販売単価

を確認
113.2%

機械や施設の導入によ
り、経営の効率化が図
られ、目標達成となっ
た。

中寺ファームについて
は、土耕栽培の土に病
原菌が入ったため、収
量が減少した。対策と
して、R3には、土耕栽
培から養液ポット栽培
に変更し、収量確保に
努める計画としてい
る。

面積の増加について
は、花巻農業協同組合
が推進しているハウス
ピーマンを関係機関が
一体となり、推進した
結果、面積が大きく増
加した。

事業の効果により、
目標を達成すること
ができた。今後も技
術指導を継続し、関
係機関と連携しなが
ら産地として施設野
菜の販売増加に取り

組んでいく。

成果目標

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容

10,763
円/t

283

本事業を導入したことに
より集出荷コストの低減
が図られ、実需者ニーズ
に即した均質ロットの拡
大及びフレコン・バラ集
荷・流通による有利販売
などに取り組めている。
今後も、省力低コスト稲
作の確立に向け、農業者
と関係機関が連携し、農
業所得の向上を目指す。

施設の整備や機械の導入が
集出荷コストの低減につな
がり、目標を達成すること

ができた。
今後も施設や機械を適切に
管理し、取組を継続してい

く。

R3評価

R3評価1960
12,878
円/t

28327,481円/t 1960283.30

【現状値・目標値の算出
方法】
＜現状値＞27,481円/t
　平成27年度の実績値か
ら算出
  清水CE（夏川分）
5,974,630円/442t
　油島RC
8,651,184円/322t
　永井RC
7,239,267円/276t
　個人乾燥
31,997,600円/920t
　合　計
53,862,681円/1,960t
　※　個人乾燥の経費
は、岩手県農業研究セン
ター作
    成の生産技術体系の
流通経費34,780円/tから
算出

＜目標値＞12,878円/t
　経営収支計画のH30計画
値
　25,241,000円/1,960t
【事後評価の検証方法】
　施設運営収支実績にお
ける経費比較による。

114.5%

下記の取組を推進する
ことで、集出荷コスト
の53.1％の削減を実現
する。
①既存のライスセン
ター２基の廃止とカン
トリ
　エレベーター１基の
新設による施設運営コ
ス
　トの削減
②フレコン・バラ出荷
による作業効率の向上
に
　よる流通コストの削
減

集出荷コス
トの10％以
上の削減
（53.1％削
減）

水稲

ピーマ
ン
499

ミニト
マト
645

リーフ
レタス
410

きゅう
り
284

トマト
332

5.48

花巻市
農業推
進協議
会

2 花巻市
全域

生産量、出荷量 年
度

面積

花巻市
農業推
進協議
会

5
花巻市

大迫地区
果樹

(ぶどう)

ぶどう産地形成の推進
　①　水稲から生食
　　用ぶどうへの作
　　付転換の取組
　②　ぶどう廃園地
　　や耕作放棄地の
　　園地整備（生食
　　用ぶどう、醸造
　　用ぶどう）によ
　　る作付拡大の取
　　組
  ③　生食用ぶどう
　　の新短梢栽培技
　　術の導入や醸造
　　用ぶどうの耐病
　　性品種の導入に
　　よる露地栽培へ
　　の移行の取組
　④　管理作業の機
　　械化による省力
　　化大規模栽培の
　　取組

生産コスト
の10％以上
の削減
(13.1%の削
減)
13.1％の削
減

368,930
円/10a

3.6
320,617
円/10a

3.6
209,787
円/10a

3.6
生産者への生産費
調査等により実績
を確認

329.4%

・生食用ぶどうは省力樹
形、醸造用ぶどうは垣根
栽培を取り入れたことに
より、栽培管理にかかる
以下の①～③の費用が低
減したため、生産コスト
削減目標を達成でき
た。。
①肥料費及び農薬費（生
食用）
　 標準よりコンパクト
な樹形とする省力化技術
を用いたことで使用量が
減
②諸材料費
　 垣根を簡易な仕立て
にしたこと、ビニールを
無しとしたことによる
③人件費
・管理作業の機械化によ
る省力化大規模栽培の取
組については、ぶどう
（樹）の管理作業に対す
る機械導入はないが、圃
場の管理作業として、自
己資金で導入した乗用草
刈機を活用しており、省
力化が図られた。

事業の導入によりコストの
低減が進み、目標を達成で

きた。
今後も産地としてコストの
低減に取り組んでいく。

一関地
方農業
再生協
議会

2
一関市花
泉町夏川

産地生産基盤パワーアップ事業

都道府県事業評価報告書

地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容

成果目標
スマート農業推進枠

生産量、出荷量、 年
度

導入・定着の取組
の実施内容又は処理量 又は処理量 又は処理量

都道府県の評価 備考
現状 目標 実績

年
度

面積

出荷量

備考
現状 目標 実績

年
度

面積 生産量又は  価格(販売単価)

スマート農業推進枠
地域(県又は国を含む)

の価格(販売単価)
補正係

数
価格補正
後の実績

事後評価の検証方法
(※定量的な検証が
できること。)

達成率
（％）

導入・定着の取組
の実施内容

事業実施
前年度

目標年度
出荷量 出荷量

年
度

面積 生産量又は  価格(販売単価) 生産コスト 年
度

生産コスト 年
度

面積 生産量又は  価格(販売単価) 生産コスト
地域協議
会名

314,089 515

生産量、出荷量、 年
度

面積

地域協議会等の評価 都道府県の評価

事後評価の検証方
法(※定量的な検証
ができること。)

達成率
（％）

地域協議会等の評価

19.9 1,379,776 449

施設野
菜

（ピー
マン、
ミニト
マト、
リーフ
レタ
ス、

きゅう
り、ト
マト）

施設野菜産地の形
成の推進
①　土地利用型作
物等から施設園芸
作物への作付転換
の取組
②　低コスト耐候
性ハウス、ヒート
ポンプ設備の整備
による周年・計画
生産の取組
③　各品目で栽培
技術の向上に努
め、９月の出荷量
拡大に向けた取組

販売額の
10％以上の

増加
（77.4％増

加）

-
1,612千円

/10a
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総販売額
10％の増加
（11.7%の
増加）

459

128千円
/10a

478

円
/
k
g

以下について、花巻農業
協同組合の販売実績表等

で確認
【現状（H28）】152千円

/10a
アスパラガス168千円

/10a
（124ha、171kg/10a、

986円/kg）
水稲103千円/10a

（31ha、535kg/10a、193
円/kg）

【目標値（H32）】177千
円/10a

アスパラガス177千円
/10a

（165ha、175kg/10a、
1,015円/kg）

-

-

h
a

348.8

165 288,750

円
/
k
g

17,660千円 3.89

1,169 1,146

556

円
/
k
g

0.826
668,342
千円

（１）現状値
442,837千円

（２）目標値
目標販売数量
：1,530t

目標販売単価（平
均）：348.8円/kg

算出方法：目標販売数
量×目標販売単価

（３）検証方法
 販売実績により、検
証・評価を行う。

販売実績データに
よる。

8.1%

新型コロナ感染症拡大
の影響を受け、急遽販
売先を切り替えたこと
により販売量が計画を
大きく下回ったこと、
外国人技能実習生が入
国できず労働力が不足
したことにより目標を
達成することができな
かった。
　今後も、産地協議会
として、労働力の確保
対策等の情報取集・提
供など、早期の目標達
成に向けた支援を継続
する。

新型コロナ感染症拡
大が労働力や販売面
において大きく影響
した。今後は、関係
機関で情報を共有し
ながら異業種連携や
農福連携等による労
働力の確保や生産量
の増加に向けて取り

組んでいく。

R3評価

※市場での
取り扱いが
ないため価
格補正なし

-36.3%

　生産資材の導入を支
援したことにより、面
積拡大している農業者
がいる一方で、農家が
病気を理由に離農した
ことが面積と収穫量の
減につながった。新規
ホップ株が成株になる
ことにより生産量は上
昇しているが目標の達
成には至らなかった。
　今後は、ホップ農協
と連携し、栽培管理の
徹底指導による単収の
増及び収穫面積の拡大
により目標達成を目指
す。

-

10aあたりの
販売額の
10％以上の
増加
（1312.14％
の増加）

1,455,840
円
/10a(露地)

0.3
（露
地）

3.37
（露
地）

1,296 -
20,558,571
円
/10a

0.7 102.5 1,404 -
3,011,219

円/10ａ

農家の確保が課題で
あるが、新規株から
の生産量の増加が期
待できる。今後は、
ホップ農協等の関係
機関が連携して農家
の確保に取り組むと
もに、栽培管理の徹
底により生産量の増
加を図り、目標達成
に向けて取り組んで

いく。

R3評価

※ビール会
社との契約
取引のため
価格補正な

し

0.7 13.8

8.69 9.05 2,179 - 16,912千円 4.44 6.9 2,437 -

遠野市
農業再
生協議
会

1 青笹 ホップ
高付加価値の新品
種の導入および圃
場拡大

北上市
農業再
生協議
会

1

花巻市、
北上市、
西和賀
町、遠野
市、釜石
市、大槌
町

露地野菜
（アスパ
ラガス)

アスパラガス産地
の形成の推進
①　水稲から露地
野菜（アスパラガ
ス）への作付転換
の取組
②　面積拡大に伴
う生産量増加に対
応した集出荷施設
（選果ライン）の
整備
③　階層別指導会
や茎枯病・斑点病
等の防除の徹底に
よる単収向上の取
組

販売額の
10％以上の

増加
(16.6%の増

加)

152千円/10a 124 212,040 986 - 177千円/10a

7.26 2,433 - 19,720千円
販売実績データに

よる。

計画に沿った適切な
進捗管理により、目
標の販売額を達成す
ることができた。栽
培面積は順調に増加
しており、今後も産
地の拡大が期待され
る。

248.3%

・取組主体は、目標達
成に向け計画に即した
進捗で取組を行うこと
ができており、目標の
販売額の増加割合を大
幅に上回った。
・集出荷貯蔵施設の導
入により、生産者の選
別の手間を無くし、栽
培管理に力を入れ、出
荷量の増加につながっ
た。
・上記の効果を周知し
ながら作付推進活動を
行ったことにより、新
規栽培者と栽培面積の
増加につながり、取扱
数量の増大が図れた。
・ハウス団地を整備し
たことにより、若い生
産者が、初期投資の負
担少なく施設栽培に取
り組むことができ、収
量の増加につながっ
た。
・パイプハウスを1カ
所に集めて団地化した
ことで、JAの営農指導
員による濃密な栽培指
導が可能になり、生産
者の技術力向上や反収
向上に繋がった。
・ハウス団地の生産者
を含む若手グループで
の買取販売を実施して
おり、出荷量が増加し
たことで買取販売を拡
大することができた。

円
/
k
g

R3評価

R3評価-96.0%

平成29年の茎枯病の影
響から株の養成が不足
し、株の枯死が目立ち
収量が上がらなかっ

た。
すでに病害発生防止の
ため簡易雨よけ設置を
推進しているが、引き
続き設置割合を増加さ

せていく。
また茎枯病対策とし

て、立茎初期における
薬剤等による重点防除
の実施を推奨するとと
もに、令和４年度から
防除機導入に係る助成
を農協独自で実施し作
付けの支援を行う。

　目標達成に向けた
取組を支援してきた
ものの、気象や病害
の影響により目標達
成に至らなかった。
　今後も、関係機関
が一丸となって病害
対策等に取り組み、
早期目標達成に向け
支援していく。

1,015 - 125千円/10a 124 146,010 1,067

R
2

-
533,664千

円
31 -

R
2

810,888
千円

奥州市
農業再
生協議
会

2
奥州

市・金
ケ崎

ピーマ
ン

①計画的な施設導入及
び露地ピーマンのトン
ネル栽培の普及を進
め、長期安定出荷と単
位面積当りの収穫量の
確保を図る。

②担い手確保に向け、
地域内の遊休畑地の有
効活用による施設園芸
団地を形成し、リース
事業を展開し、意欲的
に取り組む担い手の確
保を図る。

③さらなるピーマンの
ブランド化に向け、栽
培課題に向けた栽培方
法の普及・徹底。

④形状選別機による農
家段階での規格選別労
力の作業時間の削減
し、作業管理及び栽培
規模拡大を図る事によ
り、販売額10％以上の
増加を実現する。

販売額の
10％以上の
増加
（20.5％
増）

H27

円
/
k
g

遠野市
農業再
生協議
会

2 遠野
施設野菜
（パドロ
ン）

① 生産技術高度化
施設導入による周
年栽培・計画生産

② 国内需要の高い
パドロンの産地化
に向けた安定供給

442,837千
円

28.2
h
a

1,353.6 t 37.6
h
a

1.02

生産コスト 年
度 導入・定着の取組

の実施内容
事業実施
前年度

目標年度
出荷量 出荷量 出荷量

1,530 t327

1,522

1,696.3 t

地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容

成果目標
スマート農業推進枠

地域(県又は国を含む)
の価格(販売単価)

補正係
数

価格補正
後の実績

事後評価の検証方法
(※定量的な検証が
できること。)

達成率
（％）

地域協議会等の評価 都道府県の評価 備考
現状 目標 実績

年
度

面積 生産量又は  価格(販売単価) 生産コスト 年
度

面積 生産量又は  価格(販売単価) 生産コスト 年
度

面積 生産量又は  価格(販売単価)



単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

28 h
a

ｔ
円
/
㎏

2
h
a

ｔ
円
/
㎏

2
h
a

ｔ
円
/
㎏

円
/
k
g

円
/
k
g

2.28 539 1.11111,530千円 598 -3
一関市川
崎地区

施設野菜
（ほうれ
んそう）

ほうれんそうの産
地形成において
①　水田における
ほうれんそうの施
設生産団地整備に
よる規模拡大
②　機械導入によ
る効率的な生産体
制の確立
③　周年生産によ
る安定的、継続的
な出荷の実現

販売額の
10％以上の
増加（総販
売額）

【75.3％以
上の増加】

7,427千円 613 - 13,014千円 2.26 23.3 558 -1.11 12.1

12,485千円
/10a

599

一関地
方農業
再生協
議会

生産技術高度化施
設整備

【取組内容】次の
取組を推進し、
「高品質・高付加
価値トマト」の販
売を展開すること
で、販売額の増加
を実現する。

①周年栽培に対応
した生産技術高度
化施設の新設
②ヒートポンプ等
省エネルギー機器
による低コスト化
③つま面換気や遮
光幕等の励行によ
る高温対策の徹底

販売額の
10％以上の

増加
（636.1％
の増加）

96.0%

本事業により販売額が
増加し、目標を達成し
た。今後も引き続き取
組主体と関係機関が連
携し、販売額の増加を
目指す。

計画に沿った適切な
進捗管理により、目
標の販売額を達成す
ることができた。今
後も産地の拡大が期

待される。

周年出荷が始まったも
のの、コナジラミの被
害により減収した。

今後は病害虫対策を中
心とした栽培管理の徹
底や作業精度の向上を
図り、目標達成を目指

す。

R3評価

円
/
k
g

1.023

12,765千
円/10a

（販売額
191,468
千円
※単価

446円/kg
×

429,300k
g）

【現状値・目標値の算出
方法】

〈現状値〉
農業者　１戸　作付面積
0.016ha　販売額　380千

円
単位面積当たりの販売額

2,377千円/10a
※個別農業者の平成27年
度実績を現状値に設定

〈目標値〉
農業者　２戸　作付面積
3.0ha　販売額　524,880

千円
単位面積当たりの販売額

17,496千円/10a

個別農業者は現状維持、
新規事業者の販売計画は

以下のとおり
面積　3.0ha、単収

30,000㎏/10a、単価648
円/㎏、324円/㎏

単位面積当たりの販売額
17,496千円/10a

1.5
h
a

429,300
k
g

販売額
187,278
(単価
436)

千
円

円
/
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g

- 407 39827
2,377千円

/10a
0.02
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a
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千
円

-

(
3
1
)
3
2

17,496千円
/10a

1.52
h
a

525,800

大船渡
市農業
再生協
議会

1
大船渡
市全域

施設野
菜（ト
マト）

R3評価19.3
12,791千

円
販売実績データによ

る。
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68.7%

・2月中旬から4月中旬作替
え・植付期の約2か月を除
き、周年出荷が、初めて可
能となった。
・7月から翌年1月にかけて
温室コナジラミが大量発生
したことにより、目標販売
額を達成できなかった。

以下の病害虫対策及び取組
により、目標生産量は確保
されると思料する。
〇病害虫対策
1.敷地周りの刈払い機によ
る除草及び定期的な除草剤
散布
2.IT技術を活用した病害虫
報告強化システムの構築

〇収量増加に向けた取組
1.台木を根張りが強くなる
ものに変更
2.オランダのコンサルによ
る週次での栽培指導
3.従事者に対する各作業で
のロスにつながる作業精度
の見直しと、日次作業での
管理指導

価格補正
後の実績

事後評価の検証方法
(※定量的な検証が
できること。)

達成率
（％）

地域協議会等の評価 都道府県の評価 備考
現状 目標 実績

年
度

面積 生産量又は  価格(販売単価) 生産コスト 年
度

面積 生産量又は  価格(販売単価) 生産コスト 年
度

面積 生産量又は  価格(販売単価) 生産コスト 年
度 導入・定着の取組

の実施内容
事業実施
前年度

目標年度
出荷量 出荷量 出荷量

地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容

成果目標
スマート農業推進枠

地域(県又は国を含む)
の価格(販売単価)

補正係
数


